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第４回 「闘争委員会」で集団で追及 
 
 ＪＲ東労組浦和電車区分会は、2000 年 12 月 29 日に執行委員会を開催し、吉田氏の言動

を「組織破壊攻撃」と規定、「闘争委員会」を設置して、組織的にこれに立ち向かうことを

決定しました。組織をあげて、吉田氏を追及する方針を確認したのです。 

12 月 31 日には、「組織破壊攻撃に対する分会闘争委員会見解」を明らかにしました。 

 

組織破壊攻撃に対する分会闘争委員会見解（抜粋） 
 
さる 12 月 21 日、地本青年部統一行動としての国労組合員に対する「ハガキ行動」の取

り組みに対して、Ｙ君は分会青年部個別総対話のなかにおいて、①国労組合員は職場の先

輩であり、失礼にあたるため提出はしない。②提出を強制されるのであれば、ＪＲ東労組

を脱退する。という発言をした。 

さらには、４年位前からグリーンユニオン１名、ＪＲ東労組組合員５名の計６名でキャン

プに行ったことが明らかにされた。…（中略）…Ｙ君の行動・言動が「組織破壊に値する」

ことから、12 月 29 日「第４回執行委員会」を組織破壊攻撃を許さない「闘争委員会」へ

怒りをもって移行した。この中の議論は、緊張感あふれる雰囲気の中で特に若手役員から

の「自分の組織を壊されることは断じて許せない」という強い意志により、自らの組織を

自らの飛躍で確立させるというこれまでにない強い意志を全執行委員で確認し、労働組合

の存在価値を高める闘いを全組合員で推し進めることを決定した。緊急な取り組みにもか

かわらず、翌 30 日 10 時より「拡大闘争委員会」を 40 名にも及ぶ役員の結集で開催し、組

織破壊攻撃に対して再度「自らの組織を壊される危機感と激しい怒り」をもって、全機関

役員で立ち向かう方針を確認した。（後略） 

 

他労組との一切の交遊を否定する「平和共存否定」 
 
事件の背景として、ＪＲ総連・ＪＲ東労組の「積極攻撃型組織防衛論」なる特異な論理

を紹介しましたが、彼らの組織には、この論理を具現化する「平和共存否定」という方針

が徹底されています。「酒を飲むな」「挨拶するな」など、他労組の組合員との一切の付き

合いを否定するものです。ＪＲ東日本では、もともとあった職場の「親睦会」が、ＪＲ東

労組役員らの抗議や会費納入の凍結などの「実力行使」で解散させられました。ＪＲ東日

本では、ＪＲ東労組以外の組合員が転勤しても、職場主催の歓送迎会はありません。会社

主催のスポーツ大会・レクリエーション大会は、ＪＲ東労組が後援しているという理由で、

会社が他労組組合員の参加の辞退を迫るといった有様です。ＪＲ総連加盟のＪＲ北海道労

組の役員は自組合員に対し、他労組組合員を結婚式に招待したり、彼らの結婚式に出席す

ることを禁止し、妨害行動を行うなど、各所でトラブルなどが発生しています。このよう

な非常識な方針が、「浦和電車区事件」を発生させたことは明らかです。（次号に続く） 
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